
が
集
ま
っ
た
。
中
で
も
会
員
外
の
投
句
者
八

四
名
か
ら
、
=
二
八
句
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は

有
り
難
か
っ
た
。
会
員
減
少
著
し
き
現
状
に

お
い
て
の
こ
の
成
果
は
、
会
員
及
び
役
員
の

皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
に
耐
え
な

い
。
既
に
決
定
し
て
い
る
来
年
の
第
五
回
俳

句
大
会
に
つ
な
げ
て
行
き
た
い
。

第
四
闘

|

|

二
八
六
名
の
皆
様
か
ら
、

一一目吋
大
会
」

震

一
三
三
八
句
|

|

第
四
回
関
西
現
代
俳
句
大

会
は
去
る
四
月
一
九
日

(土
)
、

大
阪
市
中
央
区
の
ホ
テ
ル

ヴ
ィ
ア

l
レ
大
阪
に
お
い

て
、
応
募
者
二
八
六
名
、
投

句
数

一
、
三
三
八
句
の
参
加

を
得
て
、
併
催
の
理
事
会

・

総
会

・
懇
親
会
と
共
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
第

三
回
俳
句
大
会
か
ら
二
年
の

空
白
の
後
の
開
催
だ
っ
た

が
、
ほ
ほ
目
標
に
近
い
作
品

第
四

回

関

西

現

代

俳

句

大

会

大
会
賞

ご

位
)

道
草
の
始
め
は
風
の
ね
こ
じ
ゃ
ら
し

秀
逸
賞

(二
位
)

お
の
ず
か
ら
正
面
あ
り
て
鋭
餅

ふ
る
さ
と
に
来
て
も
旅
人
冬
帽
子

せ
原

一
人
づ
っ
来
て
老
人
に

一
新
を
割
る
山
の
来
気
を
真
二
つ

一
新
涼
や
月
も
地
球
も
浮
か
ぶ
も
の

入
選

賞

(
三
位
)

水
は
た
だ
水
を
追
い
か
け
十
二
月

山
眠
る
期
限
の
切
れ
た
常
備
薬

人
な
べ
て
海
よ
り
来
た
り
雲
の
峰

茶
柱
の
立
っ
て
勤
労
感
謝
の
日

小
池
万
里
子

(

桑

田

和

子

(

樋

本

和

恵

(草

樋

本

和

恵

(草

入
選
句

北
岡

松村千鈴橋
島松原木場

(計

十
三
句
)

ゆ
み

(群

虫季干支

千
舟

(半

順
子

(京
鹿
子
)

恭
子

(草

樹

)

桂
子

(京
鹿
子
)

圭
伍

(獅

オ本
暁l暁

樹樹



春
昼
や
黙
が
ご
ろ
ん
と
犀
に
な
る
三
好
つ
や
子
(
海

草
の
花
束
ね

て

彩

の

生

ま

れ

け

り

津

野

洋

子

(

京

鹿

子

)

拭
き
こ
み

し

鏡

の

前

の

寒

さ

か

な

吉

田

成
子
(
草
樹
)

(
入
選
句
は
関
西
現
代
俳
句
協
会
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
)

程
)

俳
句
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て

第
四
回
俳
句
大
会
は
二
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
割
に
は
、
お

陰
さ
ま
で
ま
ず
ま
ず
の
ご
投
句
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
数
は
第
三
回

を
上
回
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
、
参
加
人
数
は
二
八
六
名

と
な
り
、
投
句
総
数
は
一

三
三
八
句
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
句
を
直
ち
に
作
者
無
記
名
の
「
選
句
稿
」
に
ま
と
め
、

二
十
一
名
の
各
選
者
に
送
付
し
ま
し
た
。
選
句
は
一
人
三
十
句
と

し
、
今
回
は
選
者
特
選
賞
は
設
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
俳
句
愛
好
家
の
皆
様
の
俳
句
に
寄
せ
る
熱

意
と
、
こ
の
会
へ
の
熱
い
ご
支
援
に
対
し
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
ご
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
快
く
選
者
を
お
引
き
受
け
い

た
だ
い
た
方
々
に
も
、
ま
た
、
類
似
句
の
調
査
に
ご
協
力
下
さ
っ
た

現
代
俳
句
協
会
事
務
局
の
お
力
添
え
に
も
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

俳
句
大
会
は
上
藤
お
さ
む

事
務
局
長
の
司
会
に
始
ま

り
、
吉
田
成
子
会
長
は

「関

西
現
代
俳
句
大
会
は
前
会
長

は
じ
め
前
役
員
の
ご
尽
力
に

よ
り
平
成
二
十

一
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。
今
回
は
第
四
回

大
会
で
、
こ
の
間
中
断
も
あ

り
ま
し
た
が
、
春
の
総
会

の
あ
と
は
俳
句
大
会
が
慣
わ

し
と
な
り
、
年
末
の
句
集
祭

と
と
も
に
協
会
行
事
の
二
本
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柱
と
も
い
う
べ
き
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
充
実
し

た
内
容
に
す
べ
く
計
画
し
て
お
り
ま
す
。』

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。引

き
続
き
杉
浦
圭
祐
氏
の
披
講
、
入
選
者
発
表
の
あ
と
育
凹
成
子

会
長
よ
り
各
入
選
者
の
表
彰
が
あ
り
、
最
後
に
各
選
者
に
よ
る
講
評

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

栄
え
あ
る
大
会
党
を
獲
科
さ
れ
た
北
岡
ゆ
み
氏
。
以
下
秀
逸
位
五

名
。
入
選
公
七
名
の
計
十
三
名
に
育
問
成
子
会
長
よ
り
賀
状
と
副
社

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
故
後
に
選
者
に
よ
る
講
評
で
大
会
を
締
め
柄

杓
J

宇

47し
れ
~
。

な
お
俳
句
大
会
の
選
者
は
協
会
の
理
事
及
び
各
結
社
の
代
表
者
を

中
心
と
し
た
次
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
(
五
十
音
順
)

赤
尾
恵
以
(
渦
)
・
伊
丹
三
樹
彦
(
青
群
)
・
宇
多
喜
代
子
(
草
樹
)
・

尾
崎
青
磁
(
蕪
の
会
)
・
久
保
純
夫

(
儒
艮
)
・
小
泉
八
重
子
(
季

流
)
・
鈴
鹿
仁
(
京
鹿
子
)
・
高
橋
将
夫
(
椀
)
・
谷
口
洋
(
駅
)
・
谷

下
一
玄
(
半
夜
)
・
豊
田
都
峰
(
京
鹿
子
)
・
豊
長
み
の
る
(
風
樹
)
・

花
谷
清
(
東
)
・
日
原
輝
子
(
頂
点
、
花
匿
)
・
的
場
秀
恭
(
獅
林
)
・

室
生
幸
太
郎
(
暁
)
・
森
田
智
子
(
樫
)
・
吉
本
伊
知
朗
(
斧
)
・
若

森
京
子
(
海
程
、
船
団
)
・
和
田
悟
朗
(
風
来
)
・
吉
田
成
子
(
草

樹
)
の
二
十
一
名
の
方
々
で
す
。

以
上
で
大
会
は
滞
り
な
く
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。
多
数
の
皆

様
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(
事
務
局
)

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

※
会
員
の
句
集、

著
書
に
つ
い
て

会
員
の
皆
様
が
上
梓
さ
れ
た
句
集
や
著
持
は
関
西
現
代
俳
句

協
会
の
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
事
務

局
へ
一
冊
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
事
務
局
の
住
所
は
次
の
通
り
で
す
。

一T
六
一
九
|
O
二
二
四

木
津
川
市
兜
台
五
|
)
|
十
三
木
津
か
ぶ
と
台

十
四
|
一
O
一
上
藤
お
さ
む
方

関
西
現
代
俳
句
協
会
事
務
川

※
会
員
の
卦
報
に
つ
い
て

会
員
の
ご
逝
去
は
、
ご
家
族
や
会
只
の
特
様
か
ら
の
お
知
ら

せ
に
よ
り
、
京
京
の
協
会
本
部
に
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
お
知
合
い
の
ご
逝
去
は
事
務
局
へ
)
こ
報
く

だ
さ
い
。

忘
年
・
句
集
祭
の
お
知
ら
せ

こ
の
会
報
に
本
年
の
「
忘
年

・
句
集
祭
」
の
ご
案
内
と
参
加
申

込
み
の
ハ
ガ
キ
、
並
び
に
句
集
出
展
の
申
込
み
用
紙
を
同
封
し

て
い
ま
す
。

申
込
み
の
締
切
り
は
十
一
月
五
日
で
す
。

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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今
後
に
向
け
て

関
西
現
代
俳
句
協
会

会
長
吉
田

成
子

年
々
集
中
表
雨
が
多
発
し
、

今
夏
は
関
西
地
区
に
も
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
幸

い
会
員
の
皆
様
に
は
格
別
な
被

窓
口
な
ど
無
か
っ
た
よ
う
で
何
よ

り
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
ご
承
知
の
よ
う
に
現
代
俳
句
協
会
は
六
十
五
周
年
を
記
念
し

て
会
員
の
増
加
を
図
る
べ
く
、
今
年
度
の
入
会
者
に
限
り
入
会
金
を

免
除
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
当
関
西
現
代
俳
句
協
会
で
も

今
春
の
総
会
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
新
会
員
獲
得
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
お
蔭
を
持
ち
ま
し
て
八
月
末
現
在
四
十
四

名
の
入
会
が
あ
り
ま
し
た
。

例
年
に
比
べ
る
と
か
な
り
多
い
人
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

年
々
退
会
者
が
増
え
、
近
年
は
そ
の
数
が
入
会
者
を
遥
か
に
上
回
る

と
い
う
有
様
で
す
。
今
年
度
は
今
の
と
こ
ろ
入
会
者
と
ほ
ぼ
同
じ
人

数
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
年
度
末
ま
で
に
は
退
会
が
増
え
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
入
会
金
免
除
の
期
間
は
本
年
十
二
月
末
ま
で
で

す
か
ら
あ
と
僅
か
で
す
が
、
役
員

一
同
新
会
員
獲
得
に
向
け
て
努
力

を
重
ね
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
も
周
囲
の
俳
句
愛
好
者
に
是
非

入
会
の
お
勧
め
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
減
少
を
図
る
た
め
に
は
在
籍
会
員
の
退
会
を
食
い
止
め
る

こ
と
も
大
切
で
す
。
退
会
者
の
殆
ど
は
死
亡
あ
る
い
は
高
齢
で
体
調

も
悪
く
俳
句
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
う
人
達
で
す
。
し
か
し
な
か
に

は
当
協
会
に
魅
力
が
な
い
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
人
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
こ
の
点
も
改
善
す
べ
く
力
を
注
ぎ
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

協
会
の
関
西
の
拠
点
と
し
て
の
お
世
話
を
引
き
受
け
て
一
年
半
が

経
ち
ま
し
た
が
、
昨
年
末
の

「忘
年

・
句
集
祭
」
、
今
年
春
の
総
会

並
び
に
「
第
四
回
関
西
現
代
俳
句
大
会
」
も
大
過
な
く
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
新
任
と
し
て
戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た

-4-

が
、
俳
句
大
会
で
は
案
じ
て
い
ま
し
た
投
句
数
も
予
想
を
上
回
り
、

大
変
嬉
し
く
存
じ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
厚
い
ご
支
援
の
お
蔭
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
例
年
の
行
事
の
更
な
る
充
実
を
図
り
、
出
来
る
だ
け
多
く

の
会
員
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
又

新
し
い
企
画
も
盛
り
込
み
、
会
員
各
位
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
会
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。



ム一品

吉

田

成

子

長

-
忘
年
会
&
第
三
十
八
回
句
集
祭

恒
例
の
「
忘
年
会
&
句
集
祭
」
を
昨
年
十
二
月
七
日
(
土
)
に
開

催
し
た
。
場
所
は
大
阪
船
場
の
中
心
に
あ
る
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
l
レ
大

阪
で
あ
る
。
参
加
者
は
六
十
八
名
。

句
集
祭
で
は
過
去
一
年
間
に
会
員
に
よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
句
集
や

エ
ッ
セ
イ
、
文
集
な
ど
が
十
八
点
寄
せ
ら
れ
た
。
昨
年
に
続
き
宇
多

喜
代
子
顧
問
や
立
国
都
峰
顧
問
に
加
え
的
場
秀
恭
副
会
長
な
ど
の
山

展
も
あ
り
、
非
常
に
充
実
し
た
句
集
祭
で
あ
っ
た
。
山
嵐
者
の
作
品

は
、
尾
崎
市
汀
磁
氏
に
よ
る
指
・
廷
に
よ
り
会
場
内
の
ぐ
る
り
を
飾
っ

た
。
閉
会
の
挨
拶
は
若
林
京
子
副
会
長
。
句
集
は
そ
の
人
の
分
'
封
で

あ
る
。
句
集
を
出
し
た
人
は
み
な
満
足
し
て
清
々
し
い
表
情
を
さ
れ

て
い
る
、
と
締
め
く
く
ら
れ
た

0

.
平
成
二
十
六
年
度
理
事
会
・
総
会

平
成
二
十
六
年
四
月
一
九
日
(
土
)
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア
l
レ
大
阪
に

お
い
て
二
十
六
年
度
の
理
事
会

・
総
会
を
開
催
し
た
。

出
席
者
は
理
事
会
二
十
二
名

・
総
会
六
十
二
名

・
俳
句
大
会
七
十

二
名

・
懇
親
会
六
十
二
名
で
あ
っ
た
。
総
会
は
六
十
二
名
の
出
席
と

四
百
五
十
九
名
に
よ
る
委
任
状
提
出
で
成
立
し
た
。
総
会
は
議
長
に

選
出
さ
れ
た
的
場
秀
恭
副
会
長
の
進
行
で
審
議
さ
れ
た
。
何
れ
も
理

事
会
の
審
議
事
項
と
変
わ
ら
ず
、
満
場
一
致
の
拍
手
で
可
決
さ
れ
た
。

(
議
案
及
び
報
告
事
項
)

第
一
号
議
案
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告

第
二
号
議
案
平
成
二
十
五
年
度
会
計
報
告

第
三
号
議
案
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画

第
四
サ
議
案
平
成
二
十
六
年
度
予
材
針
案

第
五
号
議
案
附
阿
現
代
俳
句
協
会
規
約
の
一
部
変
更

理
事
各
位
に
改
正
案
の
文
面
を
配
布
し
検
討
の
結
果
、
満
場

一

致
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
う
役
員
の
変
更
に
つ
い
て
も

満
場
一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
室
生
幸
太
郎
副
会
長

は
八
十
歳
定
年
に
よ
り
顧
問
に
、
高
橋
将
夫
理
事
は
副
会
長
に
そ
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れ
ぞ
れ
就
任
さ
れ
た
。

(
報
告
事
項
)

①
第
十
凹
回
現
代
俳
句
大
賞
宇
多
喜
代
子
氏
受
賞

②
第
二
十
九
回
詩
歌
文
学
館
賞
柿
本
多
映
氏
受
賞

①
第
四
回
芝
不
器
夫
俳
句
新
人
賞
曾
根
毅
氏
受
賞

④
東
京
通
常
総
会
の
内
容
に
つ
い
て

A
.
第
五
十
一
回
現
代
俳
句
全
国
大
会

(
名
古
屋
)
へ
の
協
力
。

B
.
会
員
減
少
の
一
環
と
し
て
、
入
会
金
の
免
除
に
つ
い
て
。

創
立
六
十
五
周
年
を
契
機
に
新
会
員
の
増
加
を
図
る
た
め
、

平
成
初
年
1
月
か
ら
ロ
月
ま
で
に
入
会
し
た
方
に
限
り
、
入

会
金
一
万
円
を
免
除
す
る
。
後
期

(
7
月

l
u月
)
入
会
者

は
年
会
費
五
千
円
だ
け
で
入
会
出
来
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
各

支
部
へ
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

O
青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て

一
、
関
西
現
代
俳
句
協
会
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
内
の
青
年
部
ペ

l
ジ
を
平

成
二
十
五
年
八
月
j
毎
月
定
期
更
新
を
開
始
し
ま
し
た
。
毎
回

三
名

(作
品
十
旬
)
と
シ
ョ

ー
ト

エ
ッ
セ
ー
(
青
木
亮
人

一
平

成
二
十
五
年
八
月
j
二
十
六
年
二
月
、
小
本
真
人
氏
一

二
十
五

年
三
川

1
)
を
掲
載
し
ま
し
た
。

{目
的
}

A
.

関
西
現
代
俳
句
協
会
の
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
刷
覧
数
の
向
上
。

B
.
青
年
部
口
れ
を
中
心
と
し
た
若
手
の
作
品
発
表
の
場
の
抗
供
。

C.
青
年
部
の
活
動
報
告
並
び
に
開
催
予
定
イ
ベ
ン
ト
持
知
。

二
、
現
代
俳
句
協
会
背
年
部
機
関
紙

「
イ
ン
サ
イ
ト
ゥ

l
」
の
企

阿

・
編
集
。
二
十
六
年
三
川
二
十
五
日
に
発
行
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
治
外
沸
騰

1
今
、
伝
え
た
い
俳
句
践
し
た
い
俳
句
」
で
の

話
題
を
べ

l
ス
に
出
版
し
ま
し
た
。

{目
的
}

A
.
青
年
部
員
の
協
会
へ
の
帰
属
意
識
の
向
上
。

B.
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
々
へ
の
情
報
提
供
。

C
.
青
年
部
の
活
動
P
R
。

三
、
勉
強
会
&
句
会
の
開
催
。
平
成
二
十
五
年
十
一
月
に
北
海
道
か

ら
五
十
嵐
秀
彦
氏
を
招
い
て
「
い
ま
さ
ら
座
?
い
ま
こ
そ
座
?

1
地
方
の
座
の
再
興
を
通
し
て
、
本
来
の
座
の
意
味
を
考
え

る
」
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
。
平
成
二
十
六
年
三
月
十
五
日

に
東
京
か
ら
西
原
天
気
氏
を
招
い
て
「
「週
刊
俳
句
』
的
1
ウ
エ

ブ
マ
ガ
ジ
ン
創
刊
と
持
続
」
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
句
会
を
開
催
、
久
保
純
夫
氏
、
花
谷
清
氏
が
選

者
と
な
り
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
因
み
に
当
日
の
出

席
者
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
ま
し
た
吉
田
成
子
会
長
を
加
え

合
計
四
十
名
と
な
り
、
投
句
数
は
七
十
八
何
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
背
年
部
は
三
木
県
一史
行
年
部
長
の
積
極
的
な
活

動
に
よ
り
協
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
今
後
益
々
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

A

守
会
報
の
発
行

第
四
十
二
号

-6ー

平
成
二
十
五
年
十
月

一
日

(事
務
局
)



第

次L
ォ=

第
二
条

第
三
条

第
四
条

可
ヲ

4
l
L
Z

h

呈
引
平
J
4
4
n

第
六
条

第
七
条

関

西

現

代

俳

句

協

ム一
A

規

約

第

一
章

総

則

・
目
的
・
事
業

こ
の
会
は
、
関
西
現
代
俳
句
協
会
と
い
い
、
事
務
所
は

事
務
局
長
宅
に
置
く
。

目
的
お
よ
び
事
業
は
現
代
俳
句
協
会
(
以
下
、
協
会
と

い
う
)
の
規
約
に
則
っ
て
こ
れ
を
行
う
コ

な
お
、
事
業
に
関
し
て
は
、
他
に
関
西
の
地
域
性
に
鑑

み
重
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の

過
半
数
の
賛
同
を
得
て
会
長
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
出

来
る
。第

二
章

会
員
及
び
役
員

こ
の
会
の
会
員
に
関
す
る
事
項
は
、
協
会
の
規
約
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

こ
の
会
に
は
次
の
役
員
を
置
く
。

一
、
会

長

一
名

二
、
副

会

長

若

干

名

三
、
理

事
二
十
名
程
度
(
役
員
合
む
)

四
、
事
務
局
長

一

名

五

、
経

理

部

長

一

名

六
、
企
画
部
長

一
名

七
、
広
報
部
長

一
名

人
、
青

年

部

長

一

名

な
お
、
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、
経
理
部
長
、
企

画
部
長
、
広
報
部
長
、

青
年
部
長
は
理
事
に
合
ま
れ

る
。九

、
会

計

蛇

査

二

名

第
四
条
の
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
会
長
が
推
隠

し
、
理
事
会
お
よ
び
、
総
会
に
於
い
て
過
半
数
の
議
決

を
得
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
理
事
は
当
会
に
所
属
す

る
俳
句
会
の
王
宰
並
び
に
そ
れ
に
準
ず
る
者
よ
り
会
長

が
推
薦
し
且
つ
会
長
が
委
嘱
す
る
。

役
員
の
業
務
分
担
は
、
協
会
の
業
務
分
掌
に
準
じ
て
行

、つノ
。

役
員
の
任
期
は
三
年
と
す
る
c

た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な

第
八
条

第
九
条

第
十
条

第
十
一
条

第
十
二
条

第
十
三
条

第
十
四
条

第
十
五
条

、0
・U役

員
に
関
す
る
経
費
お
よ
び
費
用
の
弁
償
は
別
に
定
め

る
。

当
会
の
顧
問
は
、
原
則
と
し
て
満
八
十
歳
を
超
え
た
功

労
顕
著
な
会
員
の
中
か
ら
会
長
が
推
薦
し
、
会
長
が
こ

れ
を
委
嘱
す
る
。
た
だ
し
当
会
の
会
長
経
験
者
は
そ
の

辞
任
の
時
を
以
っ
て
、
年
齢
を
問
わ
ず
顧
問
に
委
嘱
出

来
る
。第

三
章
総
会
・
理
事
会

総
会
は
年
一
回
、
四
月
に
こ
れ
を
開
催
す
る
。
そ
の
他

総
会
に
関
す
る
細
目
は
、
協
会
の
規
定
に
準
ず
る
も
の

と
す
る
。

理
事
会
は
そ
の
必
要
の
あ
る
と
き
は
、
随
時
会
長
が
こ

れ
を
招
集
す
る
。
重
要
な
る
提
案
事
項
並
び
に
決
議
事

項
は
、
次
の
総
会
に
は
か
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
内
部
組
織
及
び
所
管
事
項

こ
の
会
の
会
計
処
理
は
、
協
会
の
規
定
に
準
じ
て
こ
れ

を
行
う
。

こ
の
処
理
に
関
し
て
は
、
会
長
と
事
務
局
長
お
よ
び
経

理
部
長
が
こ
れ
を
行
う
。

当
会
の
事
務
処
理
は
事
務
局
長
が
こ
れ
を
お
こ
な
う
。

事
務
局
長
お
よ
び
各
部
長
は
会
長
が
任
免
す
る
。
な

お
、
事
務
局
長
は
総
会
そ
の
他
の
会
合
に
於
い
て
必
要

な
事
務
局
員
を
、
会
長
の
了
解
を
待
て
依
頼
す
る
こ
と

が
出
来
る
。

第

五

章

付

則

こ
の
規
約
に
定
め
の
な
い
事
項
は
原
則
と
し
て
協
会
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
準
じ
て
お
こ
な
う
が
、
地
域
性
を
主

と
し
た
事
項
に
関
し
て
は
会
長
が
こ
れ
を
定
め
る
。

こ
の
規
約
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
九
日
か
ら
発
効

す
る
。
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新

A、
Zミ

-圃圃ー

句

員

の

今
年
度
の
、
現
代
俳
句
協
会
に
入
会
さ
れ
た
関
西
地
区
の
会
員
の

方
々
か
ら
一
句
、
ず
つ
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
披
露
い
た

し
ま
す
。

(

到
着
順

・
括
弧
内
は
所
属
誌
)

山
く
ず
し
全
て
く
ず
し
て
か
き
氷
池
田
千
鶴
子

(

草

樹

)

航

跡

の

消

ゆ

る

ま

で

振

る

夏

帽

子

田

中

俊

(

獅

林

)

ま

っ

白

な

猫

月

光

に

溶

け

て

ゆ

く

中

道

量

子

(

暁

)

大

原

女

の

紺

着

の

匂

ふ

素

足

か

な

山

根

淑

子

(
京
鹿
子
)

大

夕

立

一

気

に

京

を

洗

ひ

け

り

樋

本

和

恵

(草

樹

)

入
梅
や
祖
母
へ
の
薬
餌
吊
る
し
お
く
北
田
和
子

空

州

は

捜

す

気

も

加

熱

き

忘

れ

物

山

本

夏

石

柿
じ
ゃ
ら
し
鬼
の
居
ぬ
問
に
は
ば
利
か
す
江
島
照
美

(

椀

)

裸
婦
像
や
犬
ふ
ぐ
り

の

野

は

芥

れ

て

橋

谷

究

子

(

海

程

)

ペ
ン
ラ
イ
ト
の
揺
れ
る
真
夏
の
コ
ン
サ
ー
ト
尾
崎
加
世
子

(

蕊

)

秋
晴
れ
や
磨
け
ば
光
る
塗
の
膳

三
輪

敬

子

弱
背
吐
く
母
を
許
せ
り
夜
の
白
桃
歌
川
せ
い
ち

(

天

塚

)

た
な
ご
こ
ろ
丸
め
て
触
る
る
お
ほ
で
ま
り
細
田
義
門

刑
の
ご
と
四
肢
を
伸
ば
し
て
春
の
夜
間
本
か
ず
こ

(ロ
マ
ネ
コ
ン
テ
)

秋
の
箱
何
で
も
入
る
が
出
て
こ
な
い

星
野
早
苗
(
船
団

・
里
)

寅

さ

ん

は

今

ど

こ

の

空

彼

岸

花

厨

川

乗

鉄

(

)

此

岸

か

ら

彼

岸

か

ら

人

風

の

盆

生

田

昌

司

金
雀
枝
や
底
の
割
れ
な
い
ス
ケ
ル
ト
ン
森
本
突
張
(

府
h
ep-
仏

司

直

』

起
伏
ま
だ
花
野
の
果
て
へ
続
き
け
り
有
松
洋
子

(

雛

し

ま

ふ

妻

の

項

の

哀

れ

か

な

田

居

五

十

歩

拾
ひ
た
る
蝉
の
な
ほ
鳴
く
力
あ
り
野
村
朴
人

(獅

林
)

三
伏

や

風

な

き

径

に

迷

い

込

み

島

智

津

子

(

風

樹

)

宇
宙
と
は
な
す
び
の
形
か
も
し
れ
ず
橋
本
小
た
か

(円

座
)

三
連

の

添

水

の

響

く

山

居

か

な

岩

下

芳

子

(

椛

)

天
の
川
星
に

た

く

し

て

真

の

火

米

田

武

文

(

草

樹

)

引
き
潮
の
藻
屑
た
だ
よ
う
大
西
日
河
添
良
記

(

藍

)

秋
の
風
ハ
ル
カ
ス
の
天
辺
よ
り
来
山
畑
河
洲

(
う
ぐ
い
す
)

脱
渡
る
湾

一
枚

の

ひ

ろ

さ

か

な

中

之

庄

谷

愛
子

(竿

樹

)

父
の
円
や
子
に
返
礼
の

一
行

詩

常

村

流

生

(う
ぐ
い
す
)

牡

丹

の

芽

森

の

匂

の

体

か

な

加

藤

み
き

(
椀

・
位
)

吟

行

や

季

語

の

溢

る

る

紅

葉

寺

網

野

米

子

(

藍

)

邦
題
が
と
っ
て
も
い
い
の
日
脚
仲
ぶ
小
池
康
生

(鋭

化

)

芥
残
る
雷
の

連

峰

神

住

め

り

{

呂

田

武

彦

会U
十

樹

)

狙

板

の

く

ぼ

み

緩

や

か

冷

奴

泊

義

蹟

(

鹿

)

水

馬

円

周

率

を

川

内

外

に

門

尼

崎

と

代

子

(
京

鹿

子
)

神
の
馬
銀
河
鉄
道
渡
る
夢

三
木
富
士
子

(

杭

)

逆
さ
ま
に
も
の
を
見
て
い
る
腕
牛
川
崎
か
ず
え

(香

天

)

告

知

す

る

こ

と

慨

ら

れ

百

日

紅

林

弘

子

(

樫

)

新
入
り
は
赤
い
癖
毛
の
案
山
子
か
な
内
田
茂

(青
垣
の
会
)

城

下

町

訪

ね

て

み

た

し

花

の

頃

楠

美
智
子

(花

野

)

今
年
度
の
入
会
者
は
、
四
十
四
名

(八
月
末
現
在
)
で
し
た
が
、

残
念
乍
ら
凹
名
の
方
々
は
辞
退
さ
れ
ま
し
た
。

t鬼
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関
西
現
代
俳
句
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

関
西
現
代
俳
句
協
会
で
は
二

O
O
四
年
十

月
か
ら
ホ
l
ム
ペ

l
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
さ
れ
な
い
方

に
は
ご
理
解
困
難
な
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
ト
ッ
。7
ペ
ー
ジ
「
今
月
の
エ
ッ
セ
イ
」

会
員
の
エ
ッ
セ
イ
(
毎
月
更
新
)
。

二
O
O
五
年
一
月
ス
タ
ー
ト
、
バ

ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
を
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

②
協
会
の
入
会
案
内

入
会
の
方
法
、
問
合
せ
先
。

③
新
着
情
報

ホ
ー
ム
ペ

l
ジ
開
設
以
来
の
更
新
情
報
及

び
協
会
情
報
。

④
協
会
の
概
要

凶
西
現
代
俳
句
協
会
の
略
史
、
協
会
会
報

の
全
頁
を
紹
介

(詑
号
よ
り
)
。

活
動
内
容

(講
演
会
、
全
国
大
会
、
忘
年

・

句
集
祭
、
関
西
俳
句
大
会
、
吟
行
会
な

ど
て
役
員
構
成
、
事
務
局
の
所
在
地
。

⑤
結
社

・
俳
誌
紹
介

(登
録
の
あ
る
結
社
)

五
十
音
順
と
府
県
別
が
あ
る
。
い
ず
れ
も

結
社
俳
誌
名
、
主
宰

・
代
表
者
名
、
発
行

所
の
所
在
地
、
発
足
年
月
を
記
載
。
(
依

頼
に
よ
り
随
時
更
新
)

⑤
会
員
の
著
作

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
開
設
以
来
の
会
員
の
句
集

な
ど
の
著
書
を
紹
介
。

⑦
イ
ベ

ン
ト
案
内

協
会
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
全
国
大
会
、
吟
行
会
な
ど
の
紹

介
。

③
青
年
部
ペ

l
ジ

青
年
部
員
の
作
品
や
、
句
会

・
勉
強
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
行
事
案
内
と
記
録

を
掲
載
。

①
リ
ン
ク

協
会
闘
係
並
び
に
会
員
の
ホ
l
ム
ペ

l
ジ

(サ
イ
ト
)
や
ブ
ロ
グ
へ
の
リ
ン
ク
ペ

|

日ン
。

い
ず
れ
の
ペ

1
ジ
も
掲
載
ご
希
望
の
場
合

は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。(事

務
局
)

丸竹八方ロ谷延中福 塚 真 池 幻自中n平t 

~貫木藤ロ Jt 鳥井原田田 (急を lこ十ニ

イ圭不日貞文禎毛J，'%: 白 欲ZT哲詰望τ 五夫 謹

子虹女子子一穂子哲雨元 3己訂 E
1主 主 主 主 主 主 主 主庫県 - - - 弘内設、受白よ

奈氏I'P- 京 、 Ilんイサ 1) 
都府 都府 府阪 府阪 府阪 府~ 府阪 都府 庫県 イ主哀4 でIt 』悼所ど た、木年

鹿;京 t;京E 絞海 4匂人jド 鹿;京 )桃 紛団 鴻の J象E )玄烏 風甫 立所日 のご七

子 子 子 '-' s - 表念を逝去I末月Z 
~ ~ 花 ~ ~ ま各

) しメ只五，、、の
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平成25年度決算報告書 平成26年4月1911

(自・平成25年 4月1日~至・平成26年 3月31日) 関西現代俳句協会 (l件位 ・円)

収 入 の 部 支 出 の 部

項 目 金 額 項 自

前年度繰経企 1.810.452 総 zLz、z 'l~ (小川事íJ1!"氏~i山(\":合む)

本部;交付金 1. 721. 800 句 t長 生;"1'又、

総 ぷーι〉z、 1~ 50--1.000 俳句大会'l，(

句集祭参加1l( 459.000 i'{iF部i舌到m
1'1 JE 11': ì~i~ 4--1.022 ~n 郎リ 代

俳句大会J交付料 Wl:1リU<1338旬) 892.000 通 1l( 

制t J!;{ 入 。ホームページ資

交 辿 1'1 
£ヱ》ヰ、 議 1'( 

務 2伐

役員 手当

tMs. 1~ 
次期繰飽金

ぷEh1 5.431.274 ノgョ、

三菱止と京UFJjJ!行将通政令 1.505.7351' J (平IJJ二 133円合む)

現金 408.859j1J

金 客員

914.167 

672.838 

469町707

267.371 

316.449 

145.676 

120.000 

135.700 

40.577 

49.560 

383.600 

735 

1.914.594 

5.431.274 

収入 5.431.2741'Jーム:11¥3.516.6801'J = 1.914.594円

残金 1.914守5941'Jを次年度へ繰り避します 会，il 村田あを衣⑧

上記の通り 、適正に処.Pllされたことを認め、待"if守いたし ます。

|叫 26{H JJ 1211 会計監堂 西 川 吉弘織 辻本 孝子 選)

平成26年度予 算 平成26年4刀19日

(自・平成26年 4月 1日~至 ・平成27年 3月31日) 関西現代俳句協会 (単位:jIJ) 

収 入 の 部 支 出 の 宮E

I頁 目 金 宮員 I頁 目 金 吉買

liijij二度繰健全 l. 914.594 総 dZch 《 'Ej(会場'jI( 恕総会費) 800.000 

本 m~ 交付金 1.700.000 Jヱ下二三、 ;是 Tそ 100.000 

総 JJL3t、z 1J( m¥i見会m 500.000 句 ~ 祭 (会場 7~ 恕親会'm 700.000 

句集祭参加1'1(惣親会的) 500.000 俳句大会計 600.000 

俳句大会参加1lj(1;tJ"j料) 900.000 joll ~IIJ 'f((会判!.その他) 300.000 

'，'J'{f. i~ili1i!Ji1j 'tl( 50.000 通 1'1 (銅;送料 .~!1 ;;í;fU 300町000

I告 qf (事務tll品) 100.000 

交 通 200.000 

役只 手当 400.000 

，'(51'.部活動11((講i~í会 ・ {，j 会!也) 200.000 

ホームペー ジ't~ 120白000

新E q'i (1賢明ï~ . iim品(¥":) 50.000 

次期繰延金 1.69--1.59.1 
ノn込 5.564.594 1; 5.564.59'1 
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事

務

局

便

り

経
理
部

四
月
十
九
日

(土
)
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
ア

l
レ
大
阪
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
総
会
は
六
十
二
名
の
出
席
者
が
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
度
の
会

計
報
告
、
同
二
十
六
年
度
の
予
算
案
な
ど
を
ご
審
議
頂
き
、
何
れ
も

事
務
局
提
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
い
数
字
は
別
表
の
会
計

報
告
を
ご
覧
下
さ
い
。

幸
い
に
し
て
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
俳
句
大
会
開

催
の
効
果
で
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
年
々
会

員
の
減
少
が
著
し
く
、
先
行
き
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
当
然
の
事
乍

ら
、
事
務
局
員
一
同
経
費
節
約
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
も

増
し
て
新
会
員
獲
得
の
努
力
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
会
員
獲
得
の
た

め
「
お
ひ
と
り
が
お
一
人
を
」
の
気
持
ち
で
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す

様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
経
理
部
長
村
田
あ
を
衣
)

{
今
年
度
の
入
会
金
免
除
に
つ
い
て
}

報
告
事
項
に
も
載
せ
て
い
ま
す
が
、
現
代
俳
句
協
会
で
は
創
立
臼

周
年
を
契
機
に
新
会
員
の
更
な
る
入
会
を
願
い
、
平
成
お
年
1
月
か

ら
ロ
月
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
方
に
限
り
、
入
会
金

一
万
円
を
免
除
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
後
期

(7
月

l
u
月
)
入
会
の
方
は
年
会
封
五
千

円
だ
け
で
入
会
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
免
除
は
本
年
ロ
月

ま
で
の
入
会
に
限
り
ま
す
の
で
是
非
、
こ
の
機
会
に
お
知
り
合
い
の

俳
句
愛
好
者
に
入
会
を
お
す
す
め
下
さ
い
。

※
年
末
ま
で
に

一
人
で
も
多
く
の
ご
入
会
を
お
待
ち
申
し
て
お
り
ま

す
。

お
知
ら
せ

当
会
顧
問
の
和
田
悟
朗
氏
が
代
表
す
る
句
会
「
も
と
の
会
」
が
、

解
散
終
会
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
会
貨
の
余
剰
分
二
十
五
万
円
を
関

西
現
代
俳
句
協
会
に
ご
寄
付
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

也日記F 4市 寸~ 
~ 

ネ良 木 f，タv 、ー・

の
34Z1 J r た

グ:7' イえ び

毅 吠 子
左

受記 慶
オ表 様 オ表 賞の

さ方
れ々

第 第第第 第 まが
四 十 二五 十 し次
回 三十 回 四 たの 祝
三‘きこ・ 回九 桂 回 の通
不 俳回イ言 現 でり
器 句詩 子 代 お

排夫
四 歌賞 。ド 知

季丈
匂大

ら

匂 大学 せ
新 賞館 ，F号与L、 し
人 ぽ主主号、 ま
賞 す。
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-
平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
予
定

本
年
十
月
以
降
来
年
九
月
ま
で
の
関
西
現

代
俳
句
協
会
の
行
事
は
次
の
通
り
で
す
。

*
会
報
の
発
行

会
報
四
十
三
号
を
十
月
に
発
行
。

*
「
忘
年
・
句
集
祭
」

平
成
二
十
六
年
十
二
月
六
日

(土
)
、
ヴ
イ

ア
l
レ
大
阪
に
て
午
後
一二
時
十
分
よ
り
句

集
祭
、
五
時
三
十
分
よ
り
懇
親
会
開
催
。

*
総
会
並
び
に
俳
句
大
会

平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日

(土
)
、

ヴ
ィ
ア
l
レ
大
阪
に
お
い
て
総
会
並
び
に

第
五
回
関
西
現
代
俳
句
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
俳
句
大
会
の
作
品
応
募
要
領
な

ど
は
次
の
通
り
で
す
が
、
こ
の
会
報
に
投

句
用
紙
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
出
来

る
だ
け
多
数
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま

す
。

投
句
作
品
の
締
切

二
十
七
年
一
月
末
円

投
句
科

三
旬

一
組

二
千
円

(何
組
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た
会

只
外
の
投
句
も
歓
迎
し
ま
す
)

送
り
先
投
句
用
紙
に
記
載

大
会
賞

一
名
、
秀
逸
賞
若
干

名
、
入
選
賞
若
干
名
、
ほ
か
今

回
は
各
選
者

(二
十
三
名
)
の

特
選
賞
を
設
け
ま
す
。

選
者
名
(
五
十
音
順

・
敬
称
略
)

赤
尾
恵
以
、
伊
丹
三
樹
彦
、
宇
多
喜
代
子
、

尾
崎
青
磁
、
柿
本
多
映
、
久
保
純
夫、

小
泉
八
重
子
、
鈴
鹿
仁
、
日
橋
将
夫、

谷
川
洋
、
行
下

一
玄、

山一比
川
都
峰
、

立
長
み
の
る
、
花
小
〈
川
市
、
日
以
純
子、

政
野
す
ず
子
、
的
場
秀
恭
、
森

m利
子
、

室
生
幸
太
郎
、
吉
本
伊
智
朗
、
若
森
京
子、

吉
田
成
子
、
和
田
悟
朗

な
お
、
総
会
、
大
会
当
日
の
詳
細
に
つ

い
て
は
何
れ
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表
*~ -'t!./ 

-
「
忘
年
・
句
集
祭
」
の
会
場
に
つ
い
て

会
場
の
ヴ
ィ
ア

l
レ
大
阪
ま
で
の
道
順

は
、
会
報
同
封
の
ご
案
内
に
も
啓
い
て
い
ま

す
が
念
の
た
め
次
の
通
り
で
す
。

地
下
鉄
御
堂
筋
線
本
町
駅
下
車
、

一
サ
ー
山
川

を
川
て
、
す
ぐ
京

(左
、
堺
筋
方
向
)

へ
徒

歩
三
分

(左
記
地
凶
参
照
)

な
お
梅
田
方
面
か
ら
は

一
番
う
し
ろ
の
車

綱
、
天
王
寺
方
面
か
ら
は

一
番
前
の
車
両
に

乗
車
さ
れ
る
と
一
号
出
口
に
近
い
位
置
で
す
。

関
西
現
代
俳
句
協
会
会
報

・
第
日
付
号

発

行

-
Jr成
二
卜
L

ハ
年
十
川

一
日

発
行
人
・

有
山

成

子

編
集
人
・

ヒ
雌
お
さ
む

事
務
局

・
一T
L
ハ
一
九

|
O
二
二
川

木
沖
川
山
兜
計
五
|

一
|
十
:
一

木
山
か
ぶ
と
ム
川
卜
問
l

一
O
一

m

m

O
じ
七
問
|
七
二
|
八
五
八
問
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